
    

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

病 院 だ よ り   令和 6年 11月号  第 444 号 

診療科長のご挨拶 昭和大学病院 臨床病理診断科 矢持
や も ち

 淑子
と し こ

 

<Profile> 

出身地；東京 

1991 年 昭和大学医学部卒業 

1993 年 東京大学医科学研究所に出向 

1995 年 昭和大学大学院医学研究科修了、昭和大学医学部第二病理学教室助手 

2000 年 昭和大学医学部第二病理学教室講師 

2002 年 アメリカテキサス州 MD アンダーソンがんセンター留学 

2011 年 昭和大学医学部第二病理学教室准教授 

2013 年 昭和大学医学部臨床病理診断学講座准教授（教室改編による） 

2020 年 昭和大学医学部臨床病理診断学講座主任教授・診療科長 

 

＜今後の展望＞ 

昨今の医療の質向上への要望や関心の高さに伴い、病理診断は適切な医療行為の遂行や患者さんの最終

的な治療方針を決めるにあたり、なくてはならないものです。今後も質の高い精確で迅速な病理診断を心

がけていきます。また病理診断を通して、患者さん一人一人の最適な方針を臨床医とともにチームの一員

として考え、支えていきます。近年は、高齢化やがん治療の発展とともに、急速にがんゲノム医療が進ん

できました。病理診断はもちろんのこと、そのうえで病理標本の品質管理や、腫瘍組織が質的にゲノム医

療に利用できるかどうか、腫瘍の量や割合はどうか等、がんゲノム医療への対応に努めています。今後と

も皆様のご理解の程、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

好きな言葉：人生万事塞翁が馬、人事を尽くして天命を待つ 

人生は、良いことも良くないことも繰り返してやってきます。それならばその時に

自分が最善をつくせることをできるだけやっておこうと思っています。 

 

臨床病理診断科の診療科長・教授を拝命しております、矢持淑子と申します。

臨床病理診断科の医師は患者さんに直接お会いすることはなく、患者さんから採

取された組織や細胞を顕微鏡でみて、炎症なのか腫瘍なのか、良性なのか悪性な

のか等の「病理診断」を行っています。次の治療のために臨床医を支えている、

いわゆる「縁の下の力持ち」です。臨床病理診断科の教授を拝命して今年で５年

目になりましたが、この５年の間にコロナ禍がありました。その間は少し診断数

が減少したものの、現在ではコロナ禍前に比べて病理診断数および細胞診断数と

もに増加しています。日々、皆様にできるだけ精確な病理診断を迅速にお届けす

るために尽力しております。 

 

※記事見出しの色分けについて 

病院だよりでは、見出しに色分けをすることで読者の皆

さまが読みやすいよう工夫をしております。 

黄色見出し：患者さん、患者さんのご家族向け  

青色見出し：医療関係者向け 

緑色見出し：医師の配属・異動・退職について 



   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象日 
診療状況 

外来 救急外来 

令和 6年 11月 4日（月・祝） 

臨時診療 

【内科系】・【小児科】 

8：30～17：00 

救急診療は 

通常通り実施します。 

 

管理栄養士を目指した理由を教えてください。 

現在、どのような業務をしていますか。 今後、どのような管理栄養士を目指しますか。 

管理栄養士 

【水野 亜美さん】 

今月は「1年目 管理栄養士」の水野 亜美（みずの あみ）さんをご紹介いたします。 

幼いころから食べることが好きで、将来は食に関

連した仕事をしたいと考えていました。祖母が糖尿

病になり、栄養指導を受けたという話を聞いた事を

きっかけに臨床現場の管理栄養士に興味を持ち、食

事から健康をサポートする仕事に魅力を感じ、管理

栄養士を志しました。 

 

 

 

 

先輩方のご指導のもと、栄養指導や栄養管理

計画書の作成、摂食・嚥下チームへの参加、入

院患者さんの食事調整などを行っています。未

だ対応できない疾患もありますが、先輩の栄養

指導を見学させていただき日々学んでいます。 

 

栄養指導を行う上で、患者さんに食事療法の理

想論を押し付けるのではなく、実践可能な提案が

できる管理栄養士になりたいです。また、多職種

と連携し、患者さん一人一人に寄り添った医療を

提供したいと考えます。栄養の専門家として信頼

される管理栄養士になるために、病態や食品の知

識を深めていきたいです。 

 

羽ばたけ期待の医療人 №57 「管理栄養士」 

お知らせ 11 月 4 日（月・祝）の診療体制について 

令和 6年11月 4日（月・祝）の外来診療は以下の通りとさせていただきます。 

患者の皆さまにはご不便をおかけいたしますが、何卒ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。 

※臨時診療日は人員を縮小しているため、専門医による診療を提供でき

ない可能性があることを予めご了承ください。 

※臨時診療日は、休日加算および時間外選定療養費（注）（8,800円）を

徴収いたします。 

 （注）紹介状持参、当院かかりつけで予め来院指定の患者さんは時間

外選定療養費の徴収はありません。 
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   11 月 15日（金・創立記念日）休診のお知らせ 

 

 

 

  お知らせ    

11 月 15 日（金）は昭和大学創立記念日となります。昭和大学病院・昭和大学病院附属東病院、関係 附属病院の

外来診療を休診とさせていただきます。ご不便をおかけしますが、何卒ご理解のほどよろしく お願い申し上げます。 

２０２４年１１月１５日（金） 

お知らせ ブルークロバーキャンペーン：前立腺がん PSA検診週間のお知らせ 

「PSA」ってご存じですか？男性が罹る前立腺がんを発

見する血液検査のことです。 

昭和大学病院泌尿器科では前立腺がんの早期発見、適

正治療を目指すために、“ブルークローバーキャンペー

ン”の企画を実施します。 

【企画1】～市民公開講座～ 

前立腺がんとPSAについて皆さんに知ってもらうため

に、公開講座を企画しました。（右チラシ詳細） 

この機会に前立腺がんについて学んでみませんか？ 

【企画2】～PSA 無料検診～ 

実際に男性の方を対象に無料の検診を行います。 

これまでPSA検診を受けたことが無い方はぜひご利

用ください。 

 

 

9 月 24 日（火）、

当院の職員が救急業

務功労者として荏原

消防署より表彰され

ました。 

 この表彰は例年、

9 月 9 日の「救急の

日」に関連して、荏

原消防署より昭和大

学病院の救急業務に

従事している医療関

係者に感謝状が贈ら

れるものとなってお

ります。 

トピック 当院の職員が救急業務功労者として表彰されました 

 

救命救急センター 外来看護師 角田明子 

救命救急科 医師 昼間楓（右） 

リハビリテーション室 理学療法士 野口悠（左） 

実施期間 

①令和6年 12月 1日（日）10：00～13：00 

受付：上条講堂 

②令和6年 12月 2日（月）～7日（土） 

10：00～16：00 

受付：昭和大学病院 中央棟 3階 エレベーターホール 

※実施期間①は【企画1】市民公開講座ご参加の方限定

です 

 



 

この度、地域の先生方との医療連携を一層

深めるため、医療従事者を対象とした「第40

回 昭和大学クリニカルセミナー」を開催い

たします。 講演会終了後は日頃お世話にな

っております諸先生方に感謝の意を表すと

ともに、より一層の親睦を深めるため懇親会

を開催いたしますので、 時節柄ご多用の事

とは存じますが、何卒ご臨席賜りますようお

願い申し上げます 

 

※当該セミナーは医療従事者のみ参加いただけ

ます。 

一般の方の参加はできません。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

第 40 回 昭和大学クリニカルセミナー開催について お知らせ 

トピック 「GrapeSEED 株式会社」様より絵本をご寄贈いただきました 

この度、「GrapeSEED 株式会社」様より、

小児病棟に入院している子どもたちへ、絵本

をご寄贈いただきました。いただいた絵本は、

小児医療センター内のプレイルームに置かせ

ていただき、入院中の子どもたちに元気を届

けています。 

 職員一同心より感謝し、お心遣いに対し、 

この場をお借りして御礼申し上げます。 

小児医療センター   佐藤保育士、今井教授、上田中師長 

こちらのQRコードより

お申し込みいただけます 



 

令和6年 11月 1日付 

●集中治療科 阿部智一 

令和 6年 11月 18日付 

●麻酔科 日吉頼子 

令和 6年 10月 31日付 

●耳鼻咽喉科 古川傑 ●産婦人科 西岡奈々  

●放射線科 金井貴宏 

令和 6年 11月 1日付 

●産婦人科 宮上景子 

学外施設から 

令和 6年 11月 1日付 

●泌尿器科 林杏樹 

学外施設へ 

令和 6年 11月 1日付 

●泌尿器科 渡邊裕彦 ●耳鼻咽喉科 川﨑正義 

令和 6年 11月 18日付 

●消化器・一般外科 柴田英貴 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 医師の配属・異動・退職について 

お知らせ 世界糖尿病デーイベント開催のご案内 

11月 14日は「世界糖尿病デー」です。 2006

年 12月、国連総会において世界的に増加している

糖尿病に対する注意喚起を目的に糖尿病啓発キャ

ンペーンの日として「世界糖尿病デー」が公式に認

定されました。11月 14日はインスリンを発見し

たバンティング博士の誕生日であり、糖尿病治療の

画期的な発見に敬意を表し、この日を糖尿病デーと

して顕彰しています。 

現在、「世界糖尿病デー」は、世界160カ国から

10 億人以上が参加する世界有数の疾患啓発の日

となっており、糖尿病の予防や治療継続の重要性に

ついて市民に周知する重要な機会となっています。 

昭和大学病院・附属東病院でも毎年、「世界糖尿

病デー」には、糖尿病専門医・認定看護師・薬剤師・

管理栄養士など糖尿病スタッフが参加して疾患啓

発キャンペーンを院内で開催しておりました。しか

し今年も御周知の通り、新型コロナ感染症が完全に

は収束していない状況のため、例年のような院内イ

ベントの開催は難しい状況にございます。本年は

WEB上にて、糖尿病の啓発キャンペーンを開催さ

せて頂く事になりましたので、ここにご連絡差し上

げます。 

昭和大学病院 糖尿病・代謝・内分泌内科 

スタッフ一同  

新規配属 

 

退職 

 

異動 

 



 

 

 

当取り組みは、昭和大学病院・附属東病院において関係職種間での行動 (臨床に関する事項)を

相互にプラス評価することにより、関係部署との連携を良好にし、チーム力を高めることで 

患者さんにより良い医療を提供することを目的としております。 

          

  

   

  

  

 

  

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                

                                 

 

 

 

 

 

 

  

トピック サンクス！グッドプラクティスパートナー（第 51回） 

日頃よりチーム医療にご協力頂きありがとうございます。今後とも、よろしくお願いいたします。 

【患者さんに与えた良い影響】 

  

標準的かつ安全な医療の実践に寄

与し、患者さんのスムーズな入退院

に結びついています。 

クリニカルパス委員会担当の薬剤師さんへ 

 

各診療科のクリニカルパス導入の審査にあたっ

て、処方される薬剤や注射が適切に投与できる

よう確認していただきありがとうございます。 

クリニカルパスとは・・・ 

 

医療の内容を評価・改善し、より質の高い医療を患者さんに提供することを目的として、入

院から退院までの治療・検査のスケジュールを時間軸に沿い記述した計画表です。 

 

薬剤部 吉川さん・若林さんへ 

 

患者さんが緊急入院された際に、入院

前に外来で処方された院外処方箋の回

収に関する運用フローを作成してくだ

さりありがとうございます。 

【患者さんに与えた良い影響】 

 

退院時の処方や調剤薬局からの問

い合わせの発生防止となり、患者さ

んへのスムーズなお薬のお渡しに

繋がります。 

薬薬剤部 若林さん 吉川さん(パス委員) 大関さん(パス委員) 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見・ご要望 回答 
回答

部署 

 骨髄のバンクドナーとして入院しました。入院自体
が初めてのことで不安ばかりでしたが、看護師、コン
シェルジュ、医師の方々がとても親身に対応してくだ
さったのでなんとか、乗り切れました。 

この度は心温まるご意見をいただき、誠に
ありがとうございます。入院において安全と
安寧な療養環境が提供でき、より良い信頼関
係を築けたことに対して喜びを感じていま
す。 

看
護
部 

 病院全体の気温が暑い。 

 患者様にはご不便をおかけしまして申
し訳ありませんでした。院内の温度につきま
しては夏季(28℃)冬季(20℃)を目安に温度
調節をしております。温度変更のご要望に関
しましてはお近くのスタッフまでお声掛け
ください。 

施
設
課 

患者さんのご意見・ご要望 
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令和 6年11月号掲載分

ご意見・ご要望の内訳

昭和大学病院・東病院総件数
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令和5年度・令和6年度ご意見・ご要望の推移

大学病院・東病院（令和5年度） 大学病院・東病院（令和6年度）



 

 

今年も 11月を迎え、残すところはあと 1か月余となりました。本稿の執筆の依頼が 9月中旬にあり何を

書こうか思いを巡らせて帰宅していたところ、中秋の名月が目に飛び込んできました。その美しさに心を洗

われる思いがしました。今年は度重なる災害や酷暑など、大変なことの連続でしたが、秋こそは全ての皆様

にとって豊かな実りの多い時期になって欲しいです。昭和大学病院・附属東病院の一同も皆様のお役に立て

るよう精進し自らを豊かに実らせていきたいと思います。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 昭和大学富士吉田キャンパスよりハロウィン用のカボチャをいただきました 

※記事見出しの色分けについて 

病院だよりでは、見出しに色分けをすることで読者の皆さまが読みやすいよう工夫をしております。 

黄色見出し：患者さん、患者さんのご家族向け  

青色見出し：医療関係者向け 

緑色見出し：医師の配属・異動・退職について 

昭和大学病院・附属東病院の理念 昭和大学病院・附属東病院の基本方針 

・患者本位の医療 
・高度医療の推進 
・医療人の育成 

・患者さんと共にチーム医療を実践する。 
・特定機能病院及び地域の基幹病院として高度急性期医療を推進し、
質の高い医療を提供する。 

・教育病院としての機能を充実し、質の高い医療人の育成を行う。 
・人間の尊厳及び人権を守りつつ、高度な臨床研究を実践する。 

 

編集後記 脳神経内科 教授 村上
むらかみ

 秀
ひで

友
とも

 

発 行 昭和大学病院、昭和大学病院附属東病院 

発行責任者 昭和大学病院長 相良 博典 

編集責任者 広 報 委 員 長 山岸 昌一 

〒142-8666 東京都品川区旗の台 1-5-8  

ＴＥＬ：03-3784-8000（代表） 
昭和大学病院 昭和大学病院附属東病院 

 

昭和大学富士吉田キャンパスの自然教育園で育

ったカボチャをいただきました。  

 昭和大学病院ではハロウィンに合わせ、ジャック

オーランタンが、正面玄関にてご来院の皆様をお出

迎えいたします。  

ご来院の際にはぜひご覧ください。  


